ひばり by サンタヤナ & 仲島 陽一
早稲田大学高等学院研究年誌第61号　抜刷














する自然主義的立場をその著The Life of Reason,1905-06において明らかに








底 本 はSantayana,Soliloquies in England and Later Soliloquies, 


































































































































































































































６） 原文“if I could cease to look before and after”。シェリー「ひばりに」
の次の詩句を踏まえる。“We look before and after,/And pine for what
is not:/Our sincerest laugher/With some pain is fraught;/Our
















11）desipere in loco ホラチウス「頌歌」Ⅳ、Ⅶ、28
12） サムソンはイスラエルの士師。怪力でぺリシテ人と戦ったが、敵の女デリラに
より力を失った（「士師記」13-16）。
13） ワーズワース（Wordsworth,1770-1850）はイギリス・ロマン派の代表的詩人。『抒
情民謡集』（1798）など。ここで言及されているのは彼の詩「ルーシ（二）」（「ダ
ウの泉のほとりなる／片山里の乙女子を、／たたえるものも絶えてなく／いと
しむものも稀なりき」以下略、『ワーズワース詩集』田部重治選訳、岩波文庫、
1957、34頁）

